
読
み
、
先
手
を
打
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
方
法
の
１
つ
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
導
入

や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ｄ
Ｘ
化
だ
と
考
え
て
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
―
Ｔ
Ｍ
Ｇ
ト
ッ
プ
の
視
座
か
ら
、
２
０
２
４

年
度
の
ト
リ
プ
ル
改
定
へ
の
評
価
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
の
改
定
は
ト
リ
プ
ル
改
定
に
加
え
、

「
医
師
の
働
き
方
改
革
」「
第
８
次
医
療
計
画
」「
第

９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
実
施
な
ど
、

２
０
４
０
年
を
見
据
え
た
様
々
な
改
革
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
改
革
と
も
リ
ン
ク
す

る
診
療
報
酬
改
定
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
十

分
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

改
定
の
大
き
な
部
分
と
し
て
は
、
急
性
期
病

院
の
看
護
必
要
度
等
の
経
過
措
置
が
終
了
す
る

ま
で
に
病
棟
編
成
を
見
直
し
、
ど
の
入
院
料
を

選
択
す
る
の
か
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

で
す
。
中
で
も
入
院
単
価
が
低
い
急
性
期
病
院

は
新
基
準
を
満
た
せ
な
い
可
能
性
が
高
い
た
め
、

経
営
判
断
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
病
棟
再
編
を

検
討
す
る
際
に
は
地
域
の
状
況
を
考
慮
し
、
自

院
の
役
割
と
機
能
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
肝
心

で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
年
度
の
診
療
報

酬
改
定
に
つ
い
て
は
、
単
な
る
点
数
Ｕ
Ｐ
を
考

え
る
の
で
は
な
く
、
医
療
政
策
や
地
域
の
動
向

を
見
て
、
広
い
視
野
で
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

―
―
Ｔ
Ｍ
Ｇ
で
の
働
き
方
改
革
に
お
け
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

グ
ル
ー
プ
の
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り
が
よ
り
多

く
の
業
務
を
担
当
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
人
手

不
足
問
題
の
解
消
や
、
業
務
効
率
の
向
上
が
期

待
で
き
ま
す
。
効
率
が
上
が
る
こ
と
で
業
務
を
分

散
化
し
、長
時
間
勤
務
が
改
善
さ
れ
、職
場
改
善
、

定
着
率
の
向
上
に
も
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
が
ど
の
業
務
を
担
え
ば
、

安
全
・
安
心
で
効
率
的
な
医
療
を
提
供
で
き
る

の
か
を
考
え
、
タ
ス
ク
シ
フ
ト
・
シ
ェ
ア
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
の
１
つ
と
し
て
、
Ｔ
Ｍ

Ｇ
で
は
、
診
療
看
護
師
（
Ｎ
Ｐ
）
配
置
を
行
い

医
師
の
業
務
移
管
と
看
護
師
の
業
務
拡
大
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
認
定
看
護
師
、
救
急
救

命
士
、
医
師
事
務
作
業
補
助
者
の
配
置
に
も
早

期
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
チ
ー
ム
と
し
て
の

効
率
的
か
つ
質
の
よ
い
医
療
が
提
供
で
き
る
体

制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

―
―
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
に
も

熱
心
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｍ
Ｇ
で
は
２
０
２
１
年
に
、
医
療
Ｄ
Ｘ
を

強
力
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
推
進
さ
せ
る
た
め
に
グ

ル
ー
プ
全
体
の
シ
ス
テ
ム
導
入
・
運
用
・
保
守

を
担
う
シ
ス
テ
ム
専
門
会
社
と
し
て
「
Ｔ
Ｍ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
」を
設
立
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
部
機
能
と
し
て
、「
Ｄ
Ｘ
推
進
室
」

を
設
置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や

60余年の歴史ある大手医療グループが
高性能クラウドPACSを採用することで
画像データ運用・連携の効率化を実現

1962年の現・戸田中央総合病院からスタートし、1都4県に
関連事業所を展開する戸田中央ディカルケアグループ（TMG）。
首都圏の各エリアで、医療・介護・保健・福祉を担う
トータルヘルスケアネットワークを形成していることは広く知られる。
TMGでは、2010年にセンターサーバ方式のPACSを採用するなど、
早くから医療ITによるグループ間連携を進めてきているが、
2017年にはクラウドPACSを導入、低コストで高いセキュリティを
確保しつつ効率的な画像データ運用を実施している。
同グループの診療の現況とクラウドPACSの運用について、
TMG会長の中村 毅氏並びに関係諸氏に話を聞いた。

戸田中央総合病院
戸田中央メディカルケアグループ 医療法人社団東光会

社
会
貢
献
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
献
血
活

動
や
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
は
も
と
よ
り
、
近
年
、

度
々
発
生
し
て
い
る
自
然
災
害
に
対
し
て
、
Ｔ
Ｍ

Ｇ
災
害
医
療
支
援
チ
ー
ム
「
Ｔ
Ｄ
Ｒ
」（T

eam
 

of Disaster

（
災
害
） Relief

（
救
護
） in Toda 

M
edicalcare Group

）
を
結
成
し
、
職
員
を
現

地
に
派
遣
す
る
な
ど
の
医
療
・
介
護
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
に
つ

き
ま
し
て
も
被
災
地
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
人
材
育
成
・
教
育
に
も
注
力

し
て
お
り
、
人
財
開
発
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
多
く

の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
職
員
一
人
ひ
と

り
の
ス
キ
ル
及
び
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
職
員
が
“
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
”
の
一
環
と
し
て
、Ｔ
Ｍ
Ｇ
本
部
に
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
ー
推
進
室
、ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
推
進
室
、

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
推
進
室
を
発
足
さ
せ
、SD

Gs

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
―
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
如
何
で
し
た
か
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
医
療
機
関
の
経
営
状
況

の
悪
化
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
ニ
ュ
ー

ス
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
承
知
の
と
お
り
で

す
。
経
営
悪
化
の
主
要
因
は
患
者
数
の
減
少
で
、

病
院
の
場
合
は
紹
介
患
者
数
の
減
少
、
救
急
患

者
数
の
減
少
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
Ｔ
Ｍ
Ｇ
に
お
い
て
も
同
様
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
価

値
観
や
社
会
構
造
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

当
然
な
が
ら
私
た
ち
医
療
者
も
社
会
の
変
化
を

―
―
戸
田
中
央
メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
グ
ル
ー
プ
（
Ｔ

Ｍ
Ｇ
）
の
概
要
と
、
現
在
新
た
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

Ｔ
Ｍ
Ｇ
は
、「
愛
し
愛
さ
れ
続
け
る
Ｔ
Ｍ
Ｇ
」

を
理
念
に
、
１
都
４
県
下
に
29
の
病
院
と
6
つ

の
老
人
保
健
施
設
の
ほ
か
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
健
診
セ
ン
タ
ー
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
合
計
１
１
９
ヵ
所
の
関
連

事
業
所
を
展
開
し
て
お
り
、
首
都
圏
の
各
エ
リ

ア
で
、
医
療
・
介
護
・
保
健
・
福
祉
を
担
う
ト
ー

タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
総
勢
１
万
６
０
０
０
名
を
超
え

る
職
員
が
働
い
て
い
ま
す
。

　

創
立
か
ら
60
余
年
、
当
グ
ル
ー
プ
は
当
初
よ
り

1986 年東京医科大学医学部卒。
1994 年戸田中央医科グループ（戸
田中央総合病院）入職。1999 年
医療法人社団東光会 戸田中央総
合病院 院長、2006 年戸田中央医
科グループ 副会長。2009 年医療
法人社団東光会・武蔵野会・青葉
会 理事長、2009 年戸田中央看護
専門学校 学校長。2011 年東京医
科大学 客員教授、2012 年社会福
祉法人優美会 理事長。2017 年東
京国際大学 理事／評議員。2022
年より戸田中央メディカルケアグル 
ープ 会長。

戸
田
中
央
メ
ディ
カ
ル
ケ
ア
グ
ル
ー
プ

会
長中

村
　
毅
氏
に
聞
く

中村　毅（なかむら・たけし）氏
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、
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を
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ば
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ま
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。
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と
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ま
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、
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の
ト
リ
プ
ル
改
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の
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を
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せ
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だ
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の
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は
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改
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に
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、
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」「
第
８
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画
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の
実
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な
ど
、
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０
４
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を
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据
え
た
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な
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が
行
わ
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い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
改
革
と
も
リ
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す

る
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報
酬
改
定
に
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て
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る
こ
と
を
、
十
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に
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

改
定
の
大
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な
部
分
と
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て
は
、
急
性
期
病

院
の
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護
必
要
度
等
の
経
過
措
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が
終
了
す
る

ま
で
に
病
棟
編
成
を
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し
、
ど
の
入
院
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を
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す
る
の
か
を
判
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す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

で
す
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中
で
も
入
院
単
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が
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い
急
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期
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院
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新
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を
満
た
せ
な
い
可
能
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が
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め
、

経
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判
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に
な
り
ま
す
。
病
棟
再
編
を
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に
は
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、
自
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の
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と
機
能
を
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確
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る
こ
と
が
肝
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で
す
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ず
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に
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も
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の
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に
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を
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の
で
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や
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の
動
向

を
見
て
、
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で
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く
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と
が
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で
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に
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て
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だ
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の
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一
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ひ
と
り
が
よ
り
多

く
の
業
務
を
担
当
で
き
る
よ
う
に
な
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ば
、
人
手

不
足
問
題
の
解
消
や
、
業
務
効
率
の
向
上
が
期

待
で
き
ま
す
。
効
率
が
上
が
る
こ
と
で
業
務
を
分

散
化
し
、長
時
間
勤
務
が
改
善
さ
れ
、職
場
改
善
、

定
着
率
の
向
上
に
も
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
が
ど
の
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を
担
え
ば
、

安
全
・
安
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で
効
率
的
な
医
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を
提
供
で
き
る

の
か
を
考
え
、
タ
ス
ク
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フ
ト
・
シ
ェ
ア
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
の
１
つ
と
し
て
、
Ｔ
Ｍ

Ｇ
で
は
、
診
療
看
護
師
（
Ｎ
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）
配
置
を
行
い

医
師
の
業
務
移
管
と
看
護
師
の
業
務
拡
大
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
認
定
看
護
師
、
救
急
救

命
士
、
医
師
事
務
作
業
補
助
者
の
配
置
に
も
早

期
か
ら
取
り
組
ん
で
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り
、
チ
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ム
と
し
て
の

効
率
的
か
つ
質
の
よ
い
医
療
が
提
供
で
き
る
体

制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
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医
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推
進
に
向
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た
取
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組
み
に
も

熱
心
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｍ
Ｇ
で
は
２
０
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１
年
に
、
医
療
Ｄ
Ｘ
を

強
力
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
推
進
さ
せ
る
た
め
に
グ

ル
ー
プ
全
体
の
シ
ス
テ
ム
導
入
・
運
用
・
保
守

を
担
う
シ
ス
テ
ム
専
門
会
社
と
し
て
「
Ｔ
Ｍ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
」を
設
立
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
部
機
能
と
し
て
、「
Ｄ
Ｘ
推
進
室
」

を
設
置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や

社
会
貢
献
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
献
血
活

動
や
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
は
も
と
よ
り
、
近
年
、

度
々
発
生
し
て
い
る
自
然
災
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に
対
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て
、
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Ｍ

Ｇ
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害
医
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支
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ム
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を
結
成
し
、
職
員
を
現

地
に
派
遣
す
る
な
ど
の
医
療
・
介
護
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
に
つ

き
ま
し
て
も
被
災
地
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
人
材
育
成
・
教
育
に
も
注
力

し
て
お
り
、
人
財
開
発
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
多
く

の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
職
員
一
人
ひ
と

り
の
ス
キ
ル
及
び
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
職
員
が
“
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
”
の
一
環
と
し
て
、Ｔ
Ｍ
Ｇ
本
部
に
ダ
イ
バ
ー
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テ
ィ
ー
推
進
室
、ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
推
進
室
、

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
推
進
室
を
発
足
さ
せ
、SD

Gs

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
―
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
如
何
で
し
た
か
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
医
療
機
関
の
経
営
状
況

の
悪
化
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
ニ
ュ
ー

ス
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
承
知
の
と
お
り
で

す
。
経
営
悪
化
の
主
要
因
は
患
者
数
の
減
少
で
、

病
院
の
場
合
は
紹
介
患
者
数
の
減
少
、
救
急
患

者
数
の
減
少
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
Ｔ
Ｍ
Ｇ
に
お
い
て
も
同
様
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
価

値
観
や
社
会
構
造
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

当
然
な
が
ら
私
た
ち
医
療
者
も
社
会
の
変
化
を

―
―
戸
田
中
央
メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
グ
ル
ー
プ
（
Ｔ

Ｍ
Ｇ
）
の
概
要
と
、
現
在
新
た
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

Ｔ
Ｍ
Ｇ
は
、「
愛
し
愛
さ
れ
続
け
る
Ｔ
Ｍ
Ｇ
」

を
理
念
に
、
１
都
４
県
下
に
29
の
病
院
と
6
つ

の
老
人
保
健
施
設
の
ほ
か
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
健
診
セ
ン
タ
ー
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
合
計
１
１
９
ヵ
所
の
関
連

事
業
所
を
展
開
し
て
お
り
、
首
都
圏
の
各
エ
リ

ア
で
、
医
療
・
介
護
・
保
健
・
福
祉
を
担
う
ト
ー

タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
総
勢
１
万
６
０
０
０
名
を
超
え

る
職
員
が
働
い
て
い
ま
す
。

　

創
立
か
ら
60
余
年
、
当
グ
ル
ー
プ
は
当
初
よ
り

よ
り
良
い
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
検
討
し
、
職
員
・

患
者
さ
ん
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
活
動

し
て
い
ま
す
。
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
の
一
環
と
し
て
、

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
を
ク
ラ
ウ
ド
化
し
た
こ
と
で
医
療
情

報
の
共
有
、
安
全
な
デ
ー
タ
保
存
・
管
理
が
出

来
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
Ｔ
Ｍ
Ｇ
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

医
療
機
関
側
の
診
療
制
限
や
患
者
側
の
受
診

控
え
に
よ
っ
て
、
現
在
で
も
多
く
の
医
療
機
関

の
経
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
が
終
息
し
て
か
ら
も
、
間
違
い
な
く
組
織
力

が
問
わ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、
収
益
改
善
や
コ
ス
ト
削
減
な
ど
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
論
よ
り
も
、
組
織
の
信
頼
感
の
醸
成
や

ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
の
向
上
な
ど
、
一
層
本
質
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
が
問
わ
れ
て
く
る
時
代
に
な
っ
て
く

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｍ
Ｇ
は
「
高
度
な
医
療
で
愛
し
愛
さ
れ
る

病
院
・
施
設
」
と
し
て
、
患
者
さ
ま
の
望
ま
れ

る
医
療
、
求
め
ら
れ
る
医
療
・
介
護
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
す
べ
て
の
職
員
が
プ
ロ
意
識
を
持

ち
な
が
ら
、
常
に
患
者
さ
ま
と
の
信
頼
関
係
を

大
切
に
、「
ト
ー
タ
ル
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
グ
ル
ー
プ
」

と
し
て
、
地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
・
発
展
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

戸田中央総合病院は、急性期充実体制加算の施設基準を持つ高度急性期病院として、
2022年度実績で外来患者数28万 5795人、入院患者数9701人、救急搬送件数5812件、
手術件数 4504 件を数え、高度急性期病院として地域の地域医療を支えている。

2020 年 3月、放射線治療と緩和ケア
を提供するE館をオープン。「地域が
ん診療拠点病院」として、がん治療の
さらなる機能強化を推進している。

（    ）9 新　医　療　2024年6月号



システム構 成図

を
中
心
に
Ｔ
Ｍ
Ｇ
各
施
設
で
の

シ
ス
テ
ム
・
デ
バ
イ
ス
等
の
導

入
を
支
援
し
、
同
時
に
職
員
に

も
満
足
し
て
も
ら
え
る
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
全
施
設

へ
の
電
子
カ
ル
テ
導
入
に
加
え
、

医
療
情
報
管
理
Ｐ
Ｈ
Ｒ
ア
プ
リ

『N
O

BO
RI PH

R

』
の
導
入
に

よ
り
、
特
に
患
者
の
患
者
経
験

価
値
（Patient Experience

：

Ｐ
Ｘ
）＊
の
向
上
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、『N

O
BO

RI 
PH

R

』
に
実
装
さ
れ
て
い
る
Ｗ

ｅ
ｂ
予
約
、
待
合
表
示
や
リ
マ
イ
ン
ド
、
診
療
費

後
払
い
な
ど
の
機
能
を
利
用
し
た
病
院
滞
在
時

間
の
短
縮
、
電
子
処
方
箋
の
利
用
、
患
者
自
身

に
よ
る
画
像
・
検
査
・
薬
情
報
の
管
理
の
実
現
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、従
業
員
経
験
価
値
（Em

ployee 
Experience

：
Ｅ
Ｘ
）＊
も
向
上
す
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
患
者
の
院
内
で
の
滞
在
時
間
が
短

縮
す
る
こ
と
は
、
職
員
が
患
者
に
携
わ
る
時
間

も
短
く
な
り
ま
す
し
、
特
に
ク
レ
ー
ム
が
多
い
会

計
の
待
ち
時
間
が
無
く
な
り
ま
す
。
医
事
課
の

ス
タ
ッ
フ
も
窓
口
で
の
会
計
処
理
に
つ
い
て
余
裕

を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
余
力
を
得
る
こ
と
で
人
的
リ
ソ
ー
ス
の
利
活

用
が
一
層
活
性
化
す
る
で
し
ょ
う
。

　

他
に
、
院
内
の
通
信
装
置
も
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
リ
プ
レ
ー
ス
や
、
診
察
室
等

で
の
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
の
削
減
な
ど
を
検
討
し
て

い
ま
す
し
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
利
用
し
た
勤
怠
の
集
計
や

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
内
で
生
じ
て
い
る
間

接
業
務
の
集
約
化
も
推
進
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

現
在
多
く
の
部
門
毎
に
集
計
し
て
い
る
統
計
情

報
を
グ
ル
ー
プ
内
の
統
一
さ
れ
た
Ｄ
Ｗ
Ｈ
等
で
一

元
化
し
、
グ
ル
ー
プ
内
施
設
の
稼
働
状
況
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
見
え
る
化
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

目
指
し
て
い
ま
す
」

　
Ｔ
Ｍ
Ｇ
は
２
０
１
０
年
、
拠
点
病
院
で
あ
る
戸

　

Ｔ
Ｍ
Ｇ
で
は
、
グ
ル
ー
プ
内
の
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す

る
た
め
に
新
た
に
Ｄ
Ｘ
推
進
室
を
昨
年
開
設
。
現

在
、
専
従
の
3
名
の
ス
タ
ッ
フ
に
加
え
、
グ
ル
ー

プ
内
の
Ｍ
Ｓ
（
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
）
法
人
で

あ
る
Ｔ
Ｍ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
と
連
携
を

図
り
、グ
ル
ー
プ
内
の
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

同
推
進
室
と
Ｔ
Ｍ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
ト
ッ
プ
を

兼
任
し
て
い
る
の
が
、
江
川
公
伸
氏
で
あ
る
。

　

な
お
、
同
氏
は
今
春
ま
で
グ
ル
ー
プ
内
の
診
療

放
射
線
技
師
３
１
５
名
（
４
月
現
在
）
か
ら
な
る

Ｔ
Ｍ
Ｇ
本
部 

放
射
線
部
部
長
を
務
め
て
お
り
、総

合
病
院
、
健
診
、
産
科
、
リ
ハ
ビ
リ
病
院
ま
で
に

至
る
グ
ル
ー
プ
内
の
医
用
画
像
に
精
通
し
て
い
る
。

　

江
川
氏
は
、
Ｔ
Ｍ
Ｇ
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
推
進
の
具

体
策
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
ま
ず
は
患
者
の
利
便
性
を
重
視
し
た
サ
ー
ビ
ス 1992 年城西医療技術専門学校卒。戸田中央総

合病院放射線科に入職し、1999 年朝霞台中央
総合病院（現TMGあさか医療センター）に転勤、
2006年戸田中央総合病院に異動、2018年TMG
あさか医療センター科長を兼務し、2019 年 5月
よりTMG放射線部部長、2023 年 5月DX 推
進室室長を兼務、2024 年 4月より現職。

江川 公伸（えがわ・まさのぶ）氏

Ｔ
Ｍ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョン
株
式
会
社 
代
表
取
締
役

兼 

一
般
社
団
法
人
Ｔ
Ｍ
Ｇ
本
部 
放
射
線
部　
顧
問

兼 

同
Ｔ
Ｍ
Ｇ
本
部 

Ｄ
Ｘ
推
進
室　
室
長

江
川 

公
伸
氏
に
聞
く

■

戸
田
中
央
メ
ディ
カ
ル
ケ
ア
グ
ル
ー
プ

グ
ル
ー
プ
病
院
で
統一さ
れ
た
画
像
デ
ー
タ
運
用
の
実
現
目
指
し

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優
れ
る
ク
ラ
ウ
ド
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
導
入
図
る

て
い
る
シ
ス
テ
ム
は
あ
っ
た
も
の
の
、
や
は
り
医

療
現
場
で
の
画
像
の
表
示
ス
ピ
ー
ド
に
難
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
候
補
に
上
が
っ
た
シ
ス
テ
ム
が

ク
ラ
ウ
ド
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
『N

O
BO

RI

（
現
Ｐ
Ｓ
Ｐ
）』

だ
っ
た
の
で
す
。『N

O
BO

RI

』
は
、
ク
ラ
ウ
ド

上
に
画
像
を
保
存
す
る
だ
け
で
な
く
、
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
Ｐ
Ｃ
を
院
内
に
設
置
し
、
診
療
に
必
要
な

画
像
デ
ー
タ
を
予
め
取
り
込
む
こ
と
で
画
像
表

示
の
高
速
化
を
実
現
し
て
お
り
、
そ
の
点
を
評

価
し
て
導
入
を
決
め
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
ク
ラ
ウ
ド
化
で
、先
述
し
た
メ
リ
ッ

ト
を
継
承
し
つ
つ
デ
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
た
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
課
題
も
解
消
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

サ
ー
バ
ラ
ッ
ク
も
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
さ
れ
る 

こ
と
で
省
ス
ペ
ー
ス
化
と
空
調
も
含
め
た
消
費
電

力
の
大
幅
な
削
減
を
実
現
す
る
点
も
高
く
評
価

し
ま
し
た
。『N

O
BO

RI

』
は
２
０
１
７
年
５
月

か
ら
本
格
稼
働
を
開
始
し
、
現
在
は
グ
ル
ー
プ

内
の
28
施
設
で
運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
」

　

ク
ラ
ウ
ド
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
「N

O
BORI

」
の
有
用
性

を
、
江
川
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
強
調
す
る
。

「
ク
ラ
ウ
ド
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
『N

O
BO

RI

』
運
用
の
メ

田
中
央
総
合
病
院
内
に
大
型
サ
ー
バ
を
、
サ
テ
ラ

イ
ト
施
設
に
は
必
要
最
小
限
の
サ
ー
バ
を
設
置

す
る
と
い
う
セ
ン
タ
ー
サ
ー
バ
方
式
に
よ
る
Ｐ
Ａ

Ｃ
Ｓ
を
設
置
し
て
い
た
。
セ
ン
タ
ー
サ
ー
バ
方
式

に
は
、
コ
ス
ト
削
減
の
他
、
①
グ
ル
ー
プ
内
画
像

の
閲
覧
方
法
の
簡
略
化
、
②
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

の
削
減
、
③
グ
ル
ー
プ
内
の
読
影
セ
ン
タ
ー
へ
の

依
頼
方
法
の
簡
素
化
、
④
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
簡
略

化
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
Ｔ
Ｍ
Ｇ
で
の
画

像
デ
ー
タ
運
用
に
貢
献
し
て
き
た
。
し
か
し
、
導

入
か
ら
７
年
以
上
が
経
過
し
て
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
画
像

ス
ト
レ
ー
ジ
が
デ
ー
タ
保
存
の
面
で
限
界
に
達
し

つ
つ
あ
っ
た
こ
と
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
面
で
も
シ
ス

テ
ム
の
機
械
的
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
回
数
が
増
加
し
、

サ
ー
バ
停
止
な
ど
の
作
業
が
発
生
す
る
度
に
Ｐ
Ａ

Ｃ
Ｓ
が
連
携
し
て
い
る
26
施
設
と
作
業
日
程
の

調
整
に
時
間
を
要
す
る
な
ど
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

複
雑
化
・
煩
雑
化
に
よ
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
デ
メ

リ
ッ
ト
に
変
わ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
シ
ス
テ
ム

の
更
新
を
検
討
し
た
と
江
川
氏
は
話
す
。

「
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
セ
ン
タ
ー
サ
ー
バ
方

式
は
そ
の
ま
ま
に
、
ク
ラ
ウ
ド
化
を
前
提
に
し
て

選
定
に
入
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
上
市
さ
れ
て
い
た
ク
ラ
ウ
ド
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ

は
、
画
像
デ
ー
タ
の
保
存
が
中
心
で
あ
り
、
一
部

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
画
像
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
行
っ

務
状
況
を
維
持
す
る
上
で
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
は
必
須
で
す
。
電
子
カ
ル
テ

や
部
門
シ
ス
テ
ム
も
同
様
で
す
が
、
グ
ル
ー
プ
病

院
と
し
て
デ
ー
タ
の
共
通
化
を
図
り
、
ハ
ー
ド 

面
に
関
す
る
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
方
法
を
模
索
す

る
と
ク
ラ
ウ
ド
化
に
辿
り
着
く
の
は
必
然
で
す
」

　

安
定
稼
働
の
実
現
と
画
像
表
示
の
高
速
性
に

つ
い
て
、
江
川
氏
は
話
を
続
け
る
。

「『N
O

BO
RI

』
に
よ
る
画
像
デ
ー
タ
の
管
理
方
法

で
す
が
、
施
設
内
に
『CU

BE

』
と
呼
ば
れ
る
専

用
の
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
設
置
し
、
ク
ラ
ウ
ド
上

に
あ
る
サ
ー
バ
に
画
像
デ
ー
タ
を
随
時
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。
診
療
で
使
用
す
る
画
像

デ
ー
タ
は
、
ス
マ
ー
ト
リ
ト
リ
ー
ブ
と
呼
ば
れ
る

仕
組
み
に
よ
り
、
臨
床
現
場
で
の
高
速
な
画
像

デ
ー
タ
運
用
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
リ

ト
リ
ー
ブ
の
仕
組
み
は
、入
外
区
分
、診
察
予
約
、

検
査
予
約
、受
付（
救
急
含
む
）な
ど
様
々
な
フ
ァ

ク
タ
ー
を
ト
リ
ガ
ー
と
し
て
画
像
の
準
備
を
し
ま

す
。
一
方
、
ス
マ
ー
ト
リ
ト
リ
ー
ブ
で
カ
バ
ー
で

き
な
い
画
像
、
例
え
ば
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
急
に

必
要
に
な
っ
た
画
像
な
ど
は
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
ビ
ュ
ー

ア
ー
上
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
、
Ｉ
Ｔ
環
境

や
画
像
枚
数
に
左
右
さ
れ
る
点
は
あ
る
も
の
の
、

戸
田
中
央
総
合
病
院
で
は
数
秒
程
度
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た
画
像
を
表
示
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
現
在
、
ス
マ
ー
ト
リ
ト
リ
ー
ブ
で
カ
バ
ー

で
き
な
い
画
像
デ
ー
タ
は
限
定
的
で
あ
り
、
同

院
の
調
査
で
は
、
96
％
以
上
カ
バ
ー
で
き
て
い

ま
す
。

　

安
定
稼
働
の
面
で
は
、
実
際
に
『N

O
BO

RI

』

を
運
用
し
て
７
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
現
場
で

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
は
皆
無
で
、
ハ
ー
ド
が
な

い
こ
と
か
ら
更
新
に
伴
う
移
行
作
業
が
不
要
で

労
力
も
少
な
く
、
シ
ス
テ
ム
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
こ

TMGにおけるクラウドPACS「NOBORI」のシステム構成図。接続モダリティからゲートウェイPC「CUBE」を介して
グループ内 34 施設の画像・レポートデータを2ヵ所のデータセンターに保存。診療で使用するデータは事前取り込み（プ
リフェッチ）によって予め施設内にダウンロードすることで、高速な画像データの表示を実現している。

＊患者経験価値（ＰＸ）＝患者が医療サービスを受ける中で経験する全ての事象
＊従業員経験価値（ＥＸ）＝従業員の満足度や幸福度　

セ
ン
タ
ー
サ
ー
バ
方
式
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
化
に

コ
ス
ト
削
減
、
画
像
閲
覧
の
簡
便
化
実
現

ク
ラ
ウ
ド
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
「N

O
BO
RI

」
①
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ｅ
ｂ
予
約
、
待
合
表
示
や
リ
マ
イ
ン
ド
、
診
療
費

後
払
い
な
ど
の
機
能
を
利
用
し
た
病
院
滞
在
時

間
の
短
縮
、
電
子
処
方
箋
の
利
用
、
患
者
自
身

に
よ
る
画
像
・
検
査
・
薬
情
報
の
管
理
の
実
現
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、従
業
員
経
験
価
値
（Em

ployee 
Experience

：
Ｅ
Ｘ
）＊
も
向
上
す
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
患
者
の
院
内
で
の
滞
在
時
間
が
短

縮
す
る
こ
と
は
、
職
員
が
患
者
に
携
わ
る
時
間

も
短
く
な
り
ま
す
し
、
特
に
ク
レ
ー
ム
が
多
い
会

計
の
待
ち
時
間
が
無
く
な
り
ま
す
。
医
事
課
の

ス
タ
ッ
フ
も
窓
口
で
の
会
計
処
理
に
つ
い
て
余
裕

を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
余
力
を
得
る
こ
と
で
人
的
リ
ソ
ー
ス
の
利
活

用
が
一
層
活
性
化
す
る
で
し
ょ
う
。

　

他
に
、
院
内
の
通
信
装
置
も
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
リ
プ
レ
ー
ス
や
、
診
察
室
等

で
の
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
の
削
減
な
ど
を
検
討
し
て

い
ま
す
し
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
利
用
し
た
勤
怠
の
集
計
や

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
内
で
生
じ
て
い
る
間

接
業
務
の
集
約
化
も
推
進
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

現
在
多
く
の
部
門
毎
に
集
計
し
て
い
る
統
計
情

報
を
グ
ル
ー
プ
内
の
統
一
さ
れ
た
Ｄ
Ｗ
Ｈ
等
で
一

元
化
し
、
グ
ル
ー
プ
内
施
設
の
稼
働
状
況
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
見
え
る
化
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

目
指
し
て
い
ま
す
」

　
Ｔ
Ｍ
Ｇ
は
２
０
１
０
年
、
拠
点
病
院
で
あ
る
戸

　

Ｔ
Ｍ
Ｇ
で
は
、
グ
ル
ー
プ
内
の
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す

る
た
め
に
新
た
に
Ｄ
Ｘ
推
進
室
を
昨
年
開
設
。
現

在
、
専
従
の
3
名
の
ス
タ
ッ
フ
に
加
え
、
グ
ル
ー

プ
内
の
Ｍ
Ｓ
（
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
）
法
人
で

あ
る
Ｔ
Ｍ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
と
連
携
を

図
り
、グ
ル
ー
プ
内
の
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

同
推
進
室
と
Ｔ
Ｍ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
ト
ッ
プ
を

兼
任
し
て
い
る
の
が
、
江
川
公
伸
氏
で
あ
る
。

　

な
お
、
同
氏
は
今
春
ま
で
グ
ル
ー
プ
内
の
診
療

放
射
線
技
師
３
１
５
名
（
４
月
現
在
）
か
ら
な
る

Ｔ
Ｍ
Ｇ
本
部 

放
射
線
部
部
長
を
務
め
て
お
り
、総

合
病
院
、
健
診
、
産
科
、
リ
ハ
ビ
リ
病
院
ま
で
に

至
る
グ
ル
ー
プ
内
の
医
用
画
像
に
精
通
し
て
い
る
。

　

江
川
氏
は
、
Ｔ
Ｍ
Ｇ
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
推
進
の
具

体
策
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
ま
ず
は
患
者
の
利
便
性
を
重
視
し
た
サ
ー
ビ
ス

て
い
る
シ
ス
テ
ム
は
あ
っ
た
も
の
の
、
や
は
り
医

療
現
場
で
の
画
像
の
表
示
ス
ピ
ー
ド
に
難
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
候
補
に
上
が
っ
た
シ
ス
テ
ム
が

ク
ラ
ウ
ド
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
『N

O
BO

RI

（
現
Ｐ
Ｓ
Ｐ
）』

だ
っ
た
の
で
す
。『N

O
BO

RI

』
は
、
ク
ラ
ウ
ド

上
に
画
像
を
保
存
す
る
だ
け
で
な
く
、
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
Ｐ
Ｃ
を
院
内
に
設
置
し
、
診
療
に
必
要
な

画
像
デ
ー
タ
を
予
め
取
り
込
む
こ
と
で
画
像
表

示
の
高
速
化
を
実
現
し
て
お
り
、
そ
の
点
を
評

価
し
て
導
入
を
決
め
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
ク
ラ
ウ
ド
化
で
、先
述
し
た
メ
リ
ッ

ト
を
継
承
し
つ
つ
デ
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
た
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
課
題
も
解
消
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

サ
ー
バ
ラ
ッ
ク
も
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
さ
れ
る 

こ
と
で
省
ス
ペ
ー
ス
化
と
空
調
も
含
め
た
消
費
電

力
の
大
幅
な
削
減
を
実
現
す
る
点
も
高
く
評
価

し
ま
し
た
。『N

O
BO

RI

』
は
２
０
１
７
年
５
月

か
ら
本
格
稼
働
を
開
始
し
、
現
在
は
グ
ル
ー
プ

内
の
28
施
設
で
運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
」

　

ク
ラ
ウ
ド
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
「N

O
BORI

」
の
有
用
性

を
、
江
川
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
強
調
す
る
。

「
ク
ラ
ウ
ド
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
『N

O
BO

RI

』
運
用
の
メ

リ
ッ
ト
は
、
や
は
り
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
そ
し
て
、
安

定
稼
働
お
よ
び
画
像
の
表
示
ス

ピ
ー
ド
で
す
。

　

病
院
経
営
に
お
い
て
、
物
価

高
騰
や
職
員
の
賃
上
げ
へ
の
対

応
に
加
え
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
や
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
た
投
資

も
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
財

田
中
央
総
合
病
院
内
に
大
型
サ
ー
バ
を
、
サ
テ
ラ

イ
ト
施
設
に
は
必
要
最
小
限
の
サ
ー
バ
を
設
置

す
る
と
い
う
セ
ン
タ
ー
サ
ー
バ
方
式
に
よ
る
Ｐ
Ａ

Ｃ
Ｓ
を
設
置
し
て
い
た
。
セ
ン
タ
ー
サ
ー
バ
方
式

に
は
、
コ
ス
ト
削
減
の
他
、
①
グ
ル
ー
プ
内
画
像

の
閲
覧
方
法
の
簡
略
化
、
②
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

の
削
減
、
③
グ
ル
ー
プ
内
の
読
影
セ
ン
タ
ー
へ
の

依
頼
方
法
の
簡
素
化
、
④
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
簡
略

化
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
Ｔ
Ｍ
Ｇ
で
の
画

像
デ
ー
タ
運
用
に
貢
献
し
て
き
た
。
し
か
し
、
導

入
か
ら
７
年
以
上
が
経
過
し
て
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
画
像

ス
ト
レ
ー
ジ
が
デ
ー
タ
保
存
の
面
で
限
界
に
達
し

つ
つ
あ
っ
た
こ
と
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
面
で
も
シ
ス

テ
ム
の
機
械
的
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
回
数
が
増
加
し
、

サ
ー
バ
停
止
な
ど
の
作
業
が
発
生
す
る
度
に
Ｐ
Ａ

Ｃ
Ｓ
が
連
携
し
て
い
る
26
施
設
と
作
業
日
程
の

調
整
に
時
間
を
要
す
る
な
ど
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

複
雑
化
・
煩
雑
化
に
よ
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
デ
メ

リ
ッ
ト
に
変
わ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
シ
ス
テ
ム

の
更
新
を
検
討
し
た
と
江
川
氏
は
話
す
。

「
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
セ
ン
タ
ー
サ
ー
バ
方

式
は
そ
の
ま
ま
に
、
ク
ラ
ウ
ド
化
を
前
提
に
し
て

選
定
に
入
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
上
市
さ
れ
て
い
た
ク
ラ
ウ
ド
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ

は
、
画
像
デ
ー
タ
の
保
存
が
中
心
で
あ
り
、
一
部

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
画
像
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
行
っ

務
状
況
を
維
持
す
る
上
で
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
は
必
須
で
す
。
電
子
カ
ル
テ

や
部
門
シ
ス
テ
ム
も
同
様
で
す
が
、
グ
ル
ー
プ 

病
院
と
し
て
デ
ー
タ
の
共
通
化
を
図
り
、
ハ
ー
ド 

面
に
関
す
る
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
方
法
を
模
索
す

る
と
ク
ラ
ウ
ド
化
に
辿
り
着
く
の
は
必
然
で
す
」

　

安
定
稼
働
の
実
現
と
画
像
表
示
の
高
速
性
に

つ
い
て
、
江
川
氏
は
話
を
続
け
る
。

「『N
O

BO
RI

』
に
よ
る
画
像
デ
ー
タ
の
管
理
方
法

で
す
が
、
施
設
内
に
『CU

BE

』
と
呼
ば
れ
る
専

用
の
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
設
置
し
、
ク
ラ
ウ
ド
上

に
あ
る
サ
ー
バ
に
画
像
デ
ー
タ
を
随
時
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。
診
療
で
使
用
す
る
画
像

デ
ー
タ
は
、
ス
マ
ー
ト
リ
ト
リ
ー
ブ
と
呼
ば
れ
る

仕
組
み
に
よ
り
、
臨
床
現
場
で
の
高
速
な
画
像

デ
ー
タ
運
用
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
リ

ト
リ
ー
ブ
の
仕
組
み
は
、入
外
区
分
、診
察
予
約
、

検
査
予
約
、受
付（
救
急
含
む
）な
ど
様
々
な
フ
ァ

ク
タ
ー
を
ト
リ
ガ
ー
と
し
て
画
像
の
準
備
を
し
ま

す
。
一
方
、
ス
マ
ー
ト
リ
ト
リ
ー
ブ
で
カ
バ
ー
で

き
な
い
画
像
、
例
え
ば
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
急
に

必
要
に
な
っ
た
画
像
な
ど
は
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
ビ
ュ
ー

ア
ー
上
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
、
Ｉ
Ｔ
環
境

や
画
像
枚
数
に
左
右
さ
れ
る
点
は
あ
る
も
の
の
、

戸
田
中
央
総
合
病
院
で
は
数
秒
程
度
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た
画
像
を
表
示
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
現
在
、
ス
マ
ー
ト
リ
ト
リ
ー
ブ
で
カ
バ
ー

で
き
な
い
画
像
デ
ー
タ
は
限
定
的
で
あ
り
、
同

院
の
調
査
で
は
、
96
％
以
上
カ
バ
ー
で
き
て
い

ま
す
。

　

安
定
稼
働
の
面
で
は
、
実
際
に
『N

O
BO

RI

』

を
運
用
し
て
７
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
現
場
で

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
は
皆
無
で
、
ハ
ー
ド
が
な

い
こ
と
か
ら
更
新
に
伴
う
移
行
作
業
が
不
要
で

労
力
も
少
な
く
、
シ
ス
テ
ム
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
こ

と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
」

　

江
川
氏
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
面
に
お
い
て

も
ク
ラ
ウ
ド
は
有
用
で
あ
る
と
断
言
す
る
。

「
昨
今
、
話
題
と
な
っ
て
い
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
に
つ
い
て
で
す
が
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
だ
け
に
関
し
て

言
え
ば
、
ほ
ぼ
対
応
は
ベ
ン
ダ
に
任
せ
て
い
る
状

況
で
す
。『N

O
BO

RI

』
は
独
自
Ｏ
Ｓ
を
採
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
ハ
ッ
キ
ン
グ
の
リ
ス
ク
を
大
幅

に
軽
減
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ベ
ン
ダ
の
Ｐ
Ｓ
Ｐ

は
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
認
証
を
取
得
し
、
ク
ラ
ウ
ド
事
業
者

と
し
て
万
全
の
体
制
で
シ
ス
テ
ム
を
運
営
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
病

院
の
リ
ソ
ー
ス
を
割
く
必
要
が
な
い
点
も
ク
ラ
ウ

ド
を
利
用
す
る
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
ね
」

　

同
グ
ル
ー
プ
で
は
、「N

O
BO

RI

」
を
単
な
る

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
グ
ル
ー
プ
施
設

間
の
画
像
連
携
に
も
利
用
し
て
い
る
。

クラウドPACS「NOBORI」のシステムイメージ図。「NOBORI」はPACSだけ
でなく、院外画像閲覧システムや線量管理システム、PHRなどのサービスをクラ
ウド上から提供。拡張性に優れるシステムとなっている。

クラウドPACS「NOBORI」のゲートウェイPC
「CUBE」。院内で生成された画像データをクラ
ウド上にアップロードする。また、1台の「CUBE」
につき500GBの容量を有しており、診療に必要
なサーバをクラウド上からダウンロードして保存、
各端末への高速配信を行っている。

安
定
稼
働
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
担
保
等
、

今
日
的
課
題
への
対
応
か
ら
の
必
然

ク
ラ
ウ
ド
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
「N

O
BO
RI

」
②
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可
能
な
の
で
、
デ
ー
タ
を
参
照
す
る
上
で
困
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
加
え
て
、
シ
ス
テ
ム
の
ト
ラ

ブ
ル
は
ほ
と
ん
ど
起
こ
っ
て
お
ら
ず
、
安
定
し
た

稼
働
を
続
け
て
い
る
点
も
あ
り
が
た
い
で
す
ね
」

　

検
像
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
Ｒ
Ｉ
Ｓ
と
同
じ

ベ
ン
ダ
の
製
品
を
採
用
し
た
と
江
川
氏
は
語
る
。

「
シ
ス
テ
ム
間
連
携
の
接
続
費
用
を
抑
え
る
必
要

か
ら
、
放
射
線
科
の
各
モ
ダ
リ
テ
ィ
は
、
ま
ず
検

像
シ
ス
テ
ム
を
経
由
し
て
Ｒ
Ｉ
Ｓ
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
に

画
像
情
報
を
送
信
す
る
よ
う
に
構
築
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
構
成
に
す
る
こ
と
で
、
各
モ
ダ
リ

テ
ィ
を
更
新
す
る
際
、
検
像
シ
ス
テ
ム
の
み
と
接

続
さ
え
す
れ
ば
、
院
内
中
に
画
像
デ
ー
タ
を
行

き
渡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
」

　

現
在
、
放
射
線
科
内
に
は
、
検
像
シ
ス
テ
ム

用
の
端
末
が
９
台
配
置
さ
れ
て
い
る
。
江
川
氏
は

将
来
、
検
像
シ
ス
テ
ム
を
Ｐ
Ｓ
Ｐ
の
シ
ス
テ
ム
に

更
新
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
と
明
か
す
。

「
今
後
の
検
像
シ
ス
テ
ム
で
重
要
な
の
は
、
過
去

画
像
と
の
シ
ス
テ
ム
上
の
調
整
が
必
要
に
な
る
点

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
と
同
一
ベ
ン

ダ
製
品
の
方
が
、
親
和
性
が
高
く
扱
い
や
す
い
こ

と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ｐ
Ｓ
Ｐ

の
検
像
シ
ス
テ
ム
が
、
ク
ラ
ウ
ド
上
で
稼
働
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
と
聞
き
ま
す
の
で
、
院
内

に
わ
ざ
わ
ざ
高
額
な
検
像
シ
ス
テ
ム
用
の
端
末
を

設
置
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。
例
え
ば
Ｃ

Ｔ
の
コ
ン
ソ
ー
ル
の
横
に
あ
る
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
用
の
端

末
で
検
像
業
務
を
行
う
こ
と
も
可
能
に
な
る
で

し
ょ
う
」

　

さ
ら
に
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
機
能
の
搭

載
に
期
待
し
て
い
る
と
も
話
す
。

「
現
在
、
読
影
用
の
ビ
ュ
ー
ア
ー
ソ
フ
ト
に
つ
い

て
は
、
各
社
大
き
な
差
は
な
い
も
の
の
、
今
後
、

Ａ
Ｉ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
が
、
今
後

の
技
術
的
進
展
の
カ
ギ
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
Ｐ
Ｓ
Ｐ
で
も
Ａ
Ｉ
に
よ
る
診
療
支
援
機
能
の

開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
ど
の
よ

う
に
読
影
用
の
ソ
フ
ト
に
生
か
し
て
い
く
の
か
、

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

す
ね
。

　

読
影
ビ
ュ
ー
ア
ー
は
、
レ
ポ
ー
ト
と
の
連
携
機

能
に
優
れ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
す
。
な
お
、
文

書
テ
ン
プ
レ
ー
ト
が
充
実
し
て
い
る
の
で
レ
ポ
ー

ト
入
力
が
し
や
す
く
、
私
自
身
は
音
声
入
力
ソ

フ
ト
も
併
用
し
て
入
力
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
膨
大
な
件
数
の
読
影
を
行
う
の
に
、
こ
の
よ

う
な
機
能
は
大
変
重
宝
し
て
い
ま
す
」

　

同
院
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
、

　

Ｔ
Ｍ
Ｇ
に
は
、
放
射
線
機
器
設
置
施
設
と
し

て
計
37
施
設
、
読
影
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
機
器
の

内
訳
と
し
て
は
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
、Ｃ
Ｔ
29
台
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
19
台
、
一
般
撮
影
59
部
屋
、
Ｘ
線
Ｔ
Ｖ
36

台
、
血
管
撮
影
装
置
13
台
を
有
し
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
同
グ
ル
ー
プ
の
拠
点
病
院
で
あ
る

戸
田
中
央
総
合
病
院
に
は
、
Ｃ
Ｔ
が
２
５
６
列
の

装
置
を
含
む
２
台
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
３
テ
ス
ラ
、
１
・

５
テ
ス
ラ
装
置
が
各
１
台
の
計
２
台
、
血
管
撮
影

装
置
が
３
台
、
一
般
撮
影
室
が
４
部
屋
、
Ｘ
線
Ｔ

Ｖ
が
２
台
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ‒

Ｃ
Ｔ
が
１
台
、
リ
ニ

ア
ッ
ク
が
１
台
等
、
多
数
か
つ
多
様
な
モ
ダ
リ

テ
ィ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

検
査
件
数
は
２
０
２
２
年
度
の
統
計
で
一
般
撮

影
が
約
４
万
６
０
０
０
件
、
Ｃ
Ｔ
検
査
が
約
２
万

７
０
０
０
件
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
が
約
１
万
１
０
０
０

件
な
ど
、
極
め
て
多
く
の
検
査
を
実
施
し
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
放
射
線
治
療
の
症
例
数
も
２
８
０

件
を
超
え
て
い
る
。
な
お
、
高
精
度
放
射
線
治
療

が
そ
の
う
ち
約
１
割
を
数
え
る
。

　

放
射
線
科
に
は
画
像
診
断
部
門
と
放
射
線
治

療
部
門
そ
れ
ぞ
れ
に
常
勤
医
２
名
が
勤
務
し
て

お
り
、
こ
の
う
ち
画
像
診
断
部
門
で
読
影
業
務

を
担
当
す
る
同
科 

Ｉ
Ｖ
Ｒ
部
長
の
伊
藤
直
記
氏

は
読
影
業
務
の
現
況
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
を
中
心
に
、
１
日
に
70
件

以
上
、
多
い
日
に
は
１
０
０
件
の
画
像
を
読
影
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
非
常
に
多
忙
な
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
す
」

　

ク
ラ
ウ
ド
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
「NOBORI

」
に
つ
い
て
、

伊
藤
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
評
価
す
る
。

「
ク
ラ
ウ
ド
上
か
ら
画
像
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

表
示
す
る
際
に
若
干
、待
つ
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

業
務
に
支
障
が
出
る
ほ
ど
の
タ
イ
ム
ラ
グ
は
な

く
、
問
題
な
い
レ
ス
ポ
ン
ス
性
を
保
持
し
て
い
ま

戸
田
中
央
総
合
病
院 

放
射
線
科

Ｉ
Ｖ
Ｒ
部
長

伊
藤 

直
記
氏

係
長佐々

木 

奈
津
子
氏
に
聞
く

■

戸
田
中
央
総
合
病
院 

放
射
線
科

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
と
異
な
る
ベ
ン
ダ
の
Ｈ
Ｉ
Ｓ
や
Ｒ
Ｉ
Ｓ
と
の
高
度
な
連
携
に
よ
り

業
務
に
支
障
を
来
す
こ
と
な
く
画
像
安
定
・
高
速
運
用
を
実
現
す
る

1992 年東京医科大学大学院卒。1988
年東京医科大学放射線医学教室 入局、
東京医科大学霞ヶ浦病院、東京医科大
学本院、板橋中央総合病院、済生会川
口総合病院を経て、2017 年戸田中央総
合病院 放射線部 部長、現在に至る。

2009 年北里大学医療衛生学部卒。
2009 年戸田中央総合病院入職、
2024 年同院 放射線科 係長、現在
に至る。

伊藤 直記（いとう・なおき）氏

佐々木 奈津子（ささき・なつこ）氏

　

ク
ラ
ウ
ド
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
課
題
を
、
江
川
氏
は
つ

ぎ
の
よ
う
に
挙
げ
る
。

「
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
課
題
は
、
増
え
続
け
る
画
像
デ
ー

タ
へ
の
対
応
に
尽
き
ま
す
。
２
０
１
０
年
か
ら
Ｐ

Ａ
Ｃ
Ｓ
運
用
を
開
始
し
て
以
降
、『N

O
BO

RI

』

の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
と
の
総
契
約
容
量
は
グ
ル
ー

プ
全
体
で
７
８
３
Ｔ
Ｂ（
２
０
２
４
年
３
月
時
点
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
く
ら
ク
ラ
ウ
ド
だ
か
ら
と

い
っ
て
も
利
用
量
に
比
例
し
価
格
は
上
昇
し
ま

す
。今
後
は
、一
定
期
間
以
上
経
過
し
た
画
像
デ
ー

タ
の
圧
縮
率
の
変
更
な
ど
の
対
策
が
必
須
と
考

え
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
今
後
の
医
療
発
展
の
た

め
に
は
健
康
医
療
デ
ー
タ
を
利
活
用
す
べ
き
で

す
か
ら
、
画
像
デ
ー
タ
を
安
易
に
消
去
は
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
双
方
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、

適
切
な
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
運
用
に
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

な
お
、
ク
ラ
ウ
ド
を
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
だ
け
で
な
く
、

他
の
Ｐ
Ｈ
Ｒ
に
つ
い
て
も
大
い
に
活
用
し
た
い
と

考
え
て
い
る
と
江
川
氏
は
話
す
。

「
私
は
、
シ
ス
テ
ム
上
の
疑
問
点
が
あ
っ
た
場
合
、

す
ぐ
Ｐ
Ｓ
Ｐ
に
問
い
合
わ
せ
を
す
る
の
で
す
が
、

同
社
の
担
当
者
は
丁
寧
且
つ
真
摯
に
対
応
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
病
院
の
内
情
に
も
精
通
し
て
い

る
の
で
、
話
が
通
り
や
す
い
点
も
大
い
に
助
か
っ

て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｓ
Ｐ
の
『N

O
BO

RI PH
R

』
以
外
に
も
、

ク
ラ
ウ
ド
を
用
い
て
様
々
な
医
療
用
ア
プ
リ
の
導

入
・
運
用
を
当
グ
ル
ー
プ
で
は
検
討
し
て
お
り
、

Ｐ
Ｓ
Ｐ
に
は
当
グ
ル
ー
プ
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
こ
れ
か

ら
も
貢
献
し
続
け
て
ほ
し
い
で
す
」

「『N
O

BO
RI

』
は
そ
も
そ
も
ク
ラ
ウ
ド
上
の
同
一

サ
ー
バ
内
に
格
納
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ウ
ィ
ル
ス

チ
ェ
ッ
ク
も
不
要
で
、
他
施
設
の
画
像
デ
ー
タ
を

閲
覧
可
能
に
す
る
作
業
は
数
ス
テ
ッ
プ
、
５
分
程

度
で
完
了
し
ま
す
。
例
え
ば
、
検
査
依
頼
を
受

け
た
グ
ル
ー
プ
内
病
院
で
検
査
終
了
後
、
す
ぐ

に
依
頼
元
病
院
で
画
像
の
閲
覧
が
可
能
に
な
り

ま
す
し
、
対
応
が
困
難
な
疾
病
の
患
者
が
来
院

し
た
場
合
、
専
門
医
の
い
る
グ
ル
ー
プ
内
病
院
に

画
像
を
共
有
し
な
が
ら
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、『N

O
BO

RI
』

を
導
入
し
て
い
な
い
施
設
で
も
『CU

BE

』
さ
え

設
置
す
れ
ば
低
コ
ス
ト
で
す
ぐ
に
連
携
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
」

　

さ
ら
に
、
同
グ
ル
ー
プ
で
は
院
外
画
像
閲
覧
シ

ス
テ
ム
「T

SU
N

A
GU

」
を
使
用
し
た
院
外
で

の
画
像
閲
覧
も
実
現
し
て
い
る
。

「『TSUNA
GU

』
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
オ

ン
コ
ー
ル
医
師
は
院
外
で
携
帯
端
末
に
セ
キ
ュ
ア

な
状
態
で
画
像
を
閲
覧
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

画
像
デ
ー
タ
は
匿
名
化
さ
れ
て
『NOBORI

』
の

『T
SU

N
A

GU

』
専
用
サ
ー
バ
に
転
送
さ
れ
、
携

帯
端
末
か
ら
サ
ー
バ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
デ
ー
タ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
な
く
画
像
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
提
携
を
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
外
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
が
画
像
閲
覧
、
レ
ポ
ー

ト
閲
覧
が
可
能
と
な
る
医
療
機
関
画
像
連
携
シ

ス
テ
ム
『TONA

RI

』
も
運
用
中
で
す
」

　

な
お
、
放
射
線
科
で
は
、
Ｐ
Ｓ
Ｐ
の
線
量
管
理

シ
ス
テ
ム
「M

IN
CA

D
I

」
を
「N

O
BO

RI

」
導

入
施
設
で
一
括
採
用
し
て
い
る
。

「『M
IN

CA
D

I

』
の
採
用
に
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
内

病
院
で
の
線
量
比
較
や
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
検
討
も
容

易
に
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」
と
江
川
氏
も

そ
の
有
用
性
を
誉
め
る
。

膨
大
化
す
る
画
像
デ
ー
タ
への
対
応
が
課
題

ク
ラ
ウ
ド
の
活
用
で
診
療
への
貢
献
目
指
す

ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
の
課
題
と
今
後

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
画
像
の
レ
ス
ポ
ン
ス
と

レ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
と
の
連
動
性
を
評
価

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
＆
読
影
業
務

（    ）12新　医　療　2024年6月号

医療法人社団東光会 
戸田中央総合病院

TMG の中核施設としての役割を担うのが戸
田中央総合病院である。病床数 517 床、平
均外来患者数は約 1300 人 / 日を数え、民
間病院では数少ない地域がん診療連携拠点
病院の指定も受けており、市民病院のない
戸田市の急性期・中核病院の役割を果たし
ている。また、常に新しい医療設備や機器、
時代に見合った運営方法を取り入れ、地域
の人々が望む医療サービスの提供を実践し、
安心して受診できる病院として信頼を集め
ている。

住　所：埼玉県戸田市本町 1-19-3
病床数：517 床
院　長：佐藤 信也

可
能
な
の
で
、
デ
ー
タ
を
参
照
す
る
上
で
困
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
加
え
て
、
シ
ス
テ
ム
の
ト
ラ

ブ
ル
は
ほ
と
ん
ど
起
こ
っ
て
お
ら
ず
、
安
定
し
た

稼
働
を
続
け
て
い
る
点
も
あ
り
が
た
い
で
す
ね
」

　

検
像
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
Ｒ
Ｉ
Ｓ
と
同
じ

ベ
ン
ダ
の
製
品
を
採
用
し
た
と
江
川
氏
は
語
る
。

「
シ
ス
テ
ム
間
連
携
の
接
続
費
用
を
抑
え
る
必
要

か
ら
、
放
射
線
科
の
各
モ
ダ
リ
テ
ィ
は
、
ま
ず
検

像
シ
ス
テ
ム
を
経
由
し
て
Ｒ
Ｉ
Ｓ
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
に

画
像
情
報
を
送
信
す
る
よ
う
に
構
築
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
構
成
に
す
る
こ
と
で
、
各
モ
ダ
リ

テ
ィ
を
更
新
す
る
際
、
検
像
シ
ス
テ
ム
の
み
と
接

続
さ
え
す
れ
ば
、
院
内
中
に
画
像
デ
ー
タ
を
行

き
渡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
」

　

現
在
、
放
射
線
科
内
に
は
、
検
像
シ
ス
テ
ム

用
の
端
末
が
９
台
配
置
さ
れ
て
い
る
。
江
川
氏
は

将
来
、
検
像
シ
ス
テ
ム
を
Ｐ
Ｓ
Ｐ
の
シ
ス
テ
ム
に

更
新
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
と
明
か
す
。

「
今
後
の
検
像
シ
ス
テ
ム
で
重
要
な
の
は
、
過
去

画
像
と
の
シ
ス
テ
ム
上
の
調
整
が
必
要
に
な
る
点

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
と
同
一
ベ
ン

ダ
製
品
の
方
が
、
親
和
性
が
高
く
扱
い
や
す
い
こ

と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ｐ
Ｓ
Ｐ

の
検
像
シ
ス
テ
ム
が
、
ク
ラ
ウ
ド
上
で
稼
働
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
と
聞
き
ま
す
の
で
、
院
内

に
わ
ざ
わ
ざ
高
額
な
検
像
シ
ス
テ
ム
用
の
端
末
を

設
置
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。
例
え
ば
Ｃ

Ｔ
の
コ
ン
ソ
ー
ル
の
横
に
あ
る
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
用
の
端

末
で
検
像
業
務
を
行
う
こ
と
も
可
能
に
な
る
で

し
ょ
う
」

　

さ
ら
に
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
機
能
の
搭

載
に
期
待
し
て
い
る
と
も
話
す
。

「
現
在
、
読
影
用
の
ビ
ュ
ー
ア
ー
ソ
フ
ト
に
つ
い

て
は
、
各
社
大
き
な
差
は
な
い
も
の
の
、
今
後
、

Ａ
Ｉ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
が
、
今
後

の
技
術
的
進
展
の
カ
ギ
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
Ｐ
Ｓ
Ｐ
で
も
Ａ
Ｉ
に
よ
る
診
療
支
援
機
能
の

開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
ど
の
よ

う
に
読
影
用
の
ソ
フ
ト
に
生
か
し
て
い
く
の
か
、

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

検
像
シ
ス
テ
ム
を
含
む
Ｒ
Ｉ
Ｓ
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
別
ベ
ン
ダ
の
シ
ス
テ
ム
で
運
用
し
て
い
る

が
、
シ
ス
テ
ム
間
の
連
携
は
良
く
、
業
務
に
支
障

は
感
じ
な
い
と
放
射
線
科 

係
長
の
佐
々
木
奈
津

子
氏
は
話
す
。

「
診
療
放
射
線
検
査
技
師
が
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
を
操
作
す

る
の
は
、
Ｃ
Ｔ
な
ど
で
の
検
査
で
、
過
去
画
像
を

参
照
す
る
と
き
が
最
も
多
い
の
で
す
が
、
直
近
の

画
像
デ
ー
タ
を
開
く
こ
と
が
多
い
こ
と
も
あ
っ

て
、
画
像
の
表
示
ス
ピ
ー
ド
が
業
務
に
支
障
を
与

え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
過
去
画
像
で
か
な
り

の
期
間
、
遡
る
場
合
に
は
若
干
時
間
は
か
か
り

ま
す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
レ

ベ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
初
は
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
シ
ス
テ
ム
ベ

ン
ダ
が
異
な
る
も
の
の
、
Ｒ
Ｉ
Ｓ
端
末
上
か
ら
直

接
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
や
電
子
カ
ル
テ
を
展
開
す
る
こ
と
が

す
ね
。

　

読
影
ビ
ュ
ー
ア
ー
は
、
レ
ポ
ー
ト
と
の
連
携
機

能
に
優
れ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
す
。
な
お
、
文

書
テ
ン
プ
レ
ー
ト
が
充
実
し
て
い
る
の
で
レ
ポ
ー

ト
入
力
が
し
や
す
く
、
私
自
身
は
音
声
入
力
ソ

フ
ト
も
併
用
し
て
入
力
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
膨
大
な
件
数
の
読
影
を
行
う
の
に
、
こ
の
よ

う
な
機
能
は
大
変
重
宝
し
て
い
ま
す
」

　

同
院
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
、

　

Ｔ
Ｍ
Ｇ
に
は
、
放
射
線
機
器
設
置
施
設
と
し

て
計
37
施
設
、
読
影
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
機
器
の

内
訳
と
し
て
は
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
、Ｃ
Ｔ
29
台
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
19
台
、
一
般
撮
影
59
部
屋
、
Ｘ
線
Ｔ
Ｖ
36

台
、
血
管
撮
影
装
置
13
台
を
有
し
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
同
グ
ル
ー
プ
の
拠
点
病
院
で
あ
る

戸
田
中
央
総
合
病
院
に
は
、
Ｃ
Ｔ
が
２
５
６
列
の

装
置
を
含
む
２
台
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
３
テ
ス
ラ
、
１
・

５
テ
ス
ラ
装
置
が
各
１
台
の
計
２
台
、
血
管
撮
影

装
置
が
３
台
、
一
般
撮
影
室
が
４
部
屋
、
Ｘ
線
Ｔ

Ｖ
が
２
台
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ‒

Ｃ
Ｔ
が
１
台
、
リ
ニ

ア
ッ
ク
が
１
台
等
、
多
数
か
つ
多
様
な
モ
ダ
リ

テ
ィ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

検
査
件
数
は
２
０
２
２
年
度
の
統
計
で
一
般
撮

影
が
約
４
万
６
０
０
０
件
、
Ｃ
Ｔ
検
査
が
約
２
万

７
０
０
０
件
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
が
約
１
万
１
０
０
０

件
な
ど
、
極
め
て
多
く
の
検
査
を
実
施
し
て
い
る

　

ク
ラ
ウ
ド
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
課
題
を
、
江
川
氏
は
つ

ぎ
の
よ
う
に
挙
げ
る
。

「
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
課
題
は
、
増
え
続
け
る
画
像
デ
ー

タ
へ
の
対
応
に
尽
き
ま
す
。
２
０
１
０
年
か
ら
Ｐ

Ａ
Ｃ
Ｓ
運
用
を
開
始
し
て
以
降
、『N

O
BO

RI

』

の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
と
の
総
契
約
容
量
は
グ
ル
ー

プ
全
体
で
７
８
３
Ｔ
Ｂ（
２
０
２
４
年
３
月
時
点
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
く
ら
ク
ラ
ウ
ド
だ
か
ら
と

い
っ
て
も
利
用
量
に
比
例
し
価
格
は
上
昇
し
ま

す
。今
後
は
、一
定
期
間
以
上
経
過
し
た
画
像
デ
ー

タ
の
圧
縮
率
の
変
更
な
ど
の
対
策
が
必
須
と
考

え
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
今
後
の
医
療
発
展
の
た

め
に
は
健
康
医
療
デ
ー
タ
を
利
活
用
す
べ
き
で

す
か
ら
、
画
像
デ
ー
タ
を
安
易
に
消
去
は
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
双
方
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、

適
切
な
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
運
用
に
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

な
お
、
ク
ラ
ウ
ド
を
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
だ
け
で
な
く
、

他
の
Ｐ
Ｈ
Ｒ
に
つ
い
て
も
大
い
に
活
用
し
た
い
と

考
え
て
い
る
と
江
川
氏
は
話
す
。

「
私
は
、
シ
ス
テ
ム
上
の
疑
問
点
が
あ
っ
た
場
合
、

す
ぐ
Ｐ
Ｓ
Ｐ
に
問
い
合
わ
せ
を
す
る
の
で
す
が
、

同
社
の
担
当
者
は
丁
寧
且
つ
真
摯
に
対
応
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
病
院
の
内
情
に
も
精
通
し
て
い

る
の
で
、
話
が
通
り
や
す
い
点
も
大
い
に
助
か
っ

て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｓ
Ｐ
の
『N

O
BO

RI PH
R

』
以
外
に
も
、

ク
ラ
ウ
ド
を
用
い
て
様
々
な
医
療
用
ア
プ
リ
の
導

入
・
運
用
を
当
グ
ル
ー
プ
で
は
検
討
し
て
お
り
、

Ｐ
Ｓ
Ｐ
に
は
当
グ
ル
ー
プ
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
こ
れ
か

ら
も
貢
献
し
続
け
て
ほ
し
い
で
す
」

「『N
O

BO
RI

』
は
そ
も
そ
も
ク
ラ
ウ
ド
上
の
同
一

サ
ー
バ
内
に
格
納
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ウ
ィ
ル
ス

チ
ェ
ッ
ク
も
不
要
で
、
他
施
設
の
画
像
デ
ー
タ
を

閲
覧
可
能
に
す
る
作
業
は
数
ス
テ
ッ
プ
、
５
分
程

度
で
完
了
し
ま
す
。
例
え
ば
、
検
査
依
頼
を
受

け
た
グ
ル
ー
プ
内
病
院
で
検
査
終
了
後
、
す
ぐ

に
依
頼
元
病
院
で
画
像
の
閲
覧
が
可
能
に
な
り

ま
す
し
、
対
応
が
困
難
な
疾
病
の
患
者
が
来
院

し
た
場
合
、
専
門
医
の
い
る
グ
ル
ー
プ
内
病
院
に

画
像
を
共
有
し
な
が
ら
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、『N

O
BO

RI
』

を
導
入
し
て
い
な
い
施
設
で
も
『CU

BE

』
さ
え

設
置
す
れ
ば
低
コ
ス
ト
で
す
ぐ
に
連
携
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
」

　

さ
ら
に
、
同
グ
ル
ー
プ
で
は
院
外
画
像
閲
覧
シ

ス
テ
ム
「T

SU
N

A
GU

」
を
使
用
し
た
院
外
で

の
画
像
閲
覧
も
実
現
し
て
い
る
。

「『TSUNA
GU

』
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
オ

ン
コ
ー
ル
医
師
は
院
外
で
携
帯
端
末
に
セ
キ
ュ
ア

な
状
態
で
画
像
を
閲
覧
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

画
像
デ
ー
タ
は
匿
名
化
さ
れ
て
『NOBORI

』
の

『T
SU

N
A

GU

』
専
用
サ
ー
バ
に
転
送
さ
れ
、
携

帯
端
末
か
ら
サ
ー
バ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
デ
ー
タ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
な
く
画
像
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
提
携
を
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
外
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
が
画
像
閲
覧
、
レ
ポ
ー

ト
閲
覧
が
可
能
と
な
る
医
療
機
関
画
像
連
携
シ

ス
テ
ム
『TONA

RI

』
も
運
用
中
で
す
」

　

な
お
、
放
射
線
科
で
は
、
Ｐ
Ｓ
Ｐ
の
線
量
管
理

シ
ス
テ
ム
「M

IN
CA

D
I

」
を
「N

O
BO

RI

」
導

入
施
設
で
一
括
採
用
し
て
い
る
。

「『M
IN

CA
D

I

』
の
採
用
に
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
内

病
院
で
の
線
量
比
較
や
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
検
討
も
容

易
に
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」
と
江
川
氏
も

そ
の
有
用
性
を
誉
め
る
。

読影業務を行う伊藤直記氏。伊藤氏は「読影ビューアーとレポートシステムとの連携機能が良く、
レポート入力しやすい」と評価する。

検査業務を行う佐々木奈津子氏。CT検査等でPACSから過去画像を参照する際の
表示速度は速く、ストレスを感じることはないと話す。

Ｒ
Ｉ
Ｓ
同
様
に
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
と
連
携
す
る
も

ベン
ダ
の
統
合
で
親
和
性
向
上
を
目
指
す

検
像
シ
ス
テ
ム

過
去
画
像
の
高
速
表
示
や
安
定
稼
働
で

ス
ト
レ
ス
の
な
い
業
務
遂
行
を
実
現

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
＆
検
査
業
務
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